
令和5年度 「港町やいづ企業応援調査団」調査結果
調査企業の概要

件数 ％
1 製造業 243 72%

2 卸小売業 58 17%

3 サービス業その他 38 11%

合計 339 100%

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
1 製造業 42 12% 39 12% 58 17% 104 31% 243 72%

2 卸小売業 7 2% 6 2% 4 1% 41 12% 58 17%

3 サービス業その他 9 3% 5 1% 5 1% 19 6% 38 11%

合計 58 17% 50 15% 67 20% 164 48% 339 100%

実施期間

〇令和5年6月15日～令和6年3月19日

20人以下
業種No.

合計

企業数
業種No.

101人以上 51人~100人 21人~50人



業界動向について

業績について

・良いと回答した35社のうち21社（全体の60％）
は従業員が20人を超える企業であった。

・サービス業その他で「良い・現状維持」と
回答した企業は、情報通信、デザイン、
コンサル業などコロナの影響を受けにくい
業態の企業が多い。

・悪いと回答した企業の、業界が受けた大きな
影響としては、物価高、原料・燃料価格の
高騰等が挙げられた。

・良いと回答した63社（全体の19％）のうち、
42社が従業員20人以上の中小企業と一般的に
言われる大企業を合わせた企業であり、
他21社は小規模企業である。

・現状維持と回答した136社（全体の40％）のうち、
73社が従業員20人以上の中小企業と一般的に
言われる大企業を合わせた企業であり、
他63社は小規模企業である。

・悪いと回答した133社（全体の39％）のうち、
55社が従業員20人以上の中小企業と一般的に
言われる大企業を合わせた企業であり、
他78社は小規模企業であり約6割を占める。



人材の過不足状況について

採用したい従業員の対象について
※複数回答可

・非常に不足・やや不足と回答した企業が
186社（全体の55％）となり、適正・余剰の
145社（全体の43％）を上回っている。

・非常に不足・やや不足と回答した企業の
割合は、サービス業その他、製造業、卸小売業の
順で多い。

・希望する従業員については、中途採用（158社）、高校生（141社）、
大学生（112社）の順であった。

・大企業は、大学生・院生、中小は高校生・中途採用を採用する傾向がある。
・採用については、売り手市場が続いており、高校生1人に対して数社の要望
があるとの状況。



外国人の採用状況について

障がい者の採用状況について（後期のみ調査）

・採用している外国人のうち、ベトナムが42社、
フィリピン19社、中国17社、ミャンマー11社、
その他と続いている。

・採用している企業は100社（全体の30％）
採用していない企業は215社（全体の63％）
であり、 大半は技能実習生、特定技能実習生
となってる。

・従業員50人以上の企業100社の内、51社の過半数
の企業が外国人を採用している。

・採用している企業14社のうち製造業6社、
サービス業その他8社（全体12％）

・採用している障がい者の人数は1~3名が多く、
採用している14社中9社（約6割）が従業員50人
以上の企業である。



BCPの策定状況について

ITツールやデジタル技術の導入について

・策定済み80社（全体の23％）、策定予定あり39社（全体の11％）、
予定なし174社（全体の51％）

・策定している80社の内42社（約52%）が従業員50人以上の企業である。
・策定している80社の内、製造業66社（約82％）、卸小売業（約11%）、
サービス業その他11社（約13％）

・導入済み214社（全体の63％）、検討中39社
（全体の11％）、予定なし57社（全体の17%) 

・導入済みの企業については、勤怠、給与、
会計などのソフト導入が多い。



拡張・移転計画について

・拡張53社（全体の15％）、移転23社（全体の6％）、
集約5社（全体の1％）、建替え2社

・拡張、移転したい主な理由は、伸張する需要への対応、
工場の老朽化、BCPへの対応が多い。


